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教職員等を対象とした研修会（第
1回、第4回）

研修会（座学）の講演、打合せ

教職員等を対象とした研修会（第
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社会見学会
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横断的な課題

地域重点政策

matsuchi-kankyo@pref.nagano.lg.jp
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地域ブランドを活かしたゆたかな暮らしと移住への取組

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

・2050ゼロカーボンが達成できるよう、気候変動問題やその対策について教職員等が学習する機
会を提供することで、小・中・高校等での環境教育を推進する。
・気候変動による地域特有の影響など、地域ならではの学習テーマで環境教育の単元（学習活動
の一連のまとまり）づくりのできる教員を増やす。

現 状 と
課 題

・松本管内においては、脱炭素先行地域（松本市、生坂村）等、市村を中心に脱炭素化に向けた
先進的・モデル的なプロジェクトが展開されている。
・教育現場では気候変動を含めたSDGs達成に向けた教育が増えているが、それら環境教育の単
元づくりに戸惑いのある先生が多い。（中信教事指導主事への聴き取り）

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

小・中・高校等で児童・生徒の指導にあたる教職員等を対象に、気候変動問題やゼロカーボン施
策等について、基礎知識や地域での取組等についての座学と、環境学習への実践（単元づくり）
についての演習を実施する。
○開催方法
5月から12月まで、4回に分けて研修会を開催する。4回の研修はそれぞれが連係した内容となる
よう全体プログラムを構成する｡開催方式は、松本合庁205号会議室とWeb会議システムとの併用
（第2回は見学会のため現地開催のみ）とする。
○概要（日時及び内容）
第1回「ゼロカーボンの基礎」、5/26（金）、専門家による講義及び指導主事による演習
第2回「社会で見つけるゼロカーボン」、7/26、社会見学会、場所：白馬南小学校
第3回「地域課題とゼロカーボン」、9/8、松本市による講義と指導主事による演習
第4回「行動しよう！ゼロカーボン」、11/28、実践者による講義と指導主事による演習

事業期間

今後の方向性
教育現場等においてゼロカーボンの重要性が認知され始めたところであり、教職員等の一層の
意識向上のために継続する必要がある。
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事業を構成する細事業名等 実施内容

合　　　　　　計
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【実績】研修会をＷｅｂ及び現地開催により計4回開催し、地域課題に対してゼロカーボンの観点からアプロー
チしている学校・地域・行政・企業等の協働事例に関する講義、中信教育事務所指導主事による単元づくり
の演習、多様な職種を交えたゼロカーボン達成への具体的行動に関する議論を実施した。指標に対しては、
延べ参加人数は昨年のほぼ２倍に増加、実施後アンケートでは満足度90％以上であり、目標を達成できた。
【成果】教職員等の気候変動等に関する学習の機会の確保は勿論のこと、環境教育の展開方法や単元づく
りに関して、より多角的な視点で構築することを提案したという点で、本研修会は学校のみならず、地域にお
ける環境教育の推進に寄与した。
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